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資料 3 



担当課：産業政策室

工程表

大船渡市ふるさとテレワークセンター維
持管理

プロジェクト到達点 地場産業の効率化・省力化と情報関連産業の活性化

産学官地域課題研究会の運営

産学官地域課題研究会の運営

IT活用課題解決型人材の育成

令和元年度実証活動支援

令和2年度実証活動支援

令和3年度実証活動支援

第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略プロジェクト工程表（令和２～６年度）

プロジェクト名 135　地場産業高度化・人材育成プロジェクト

＜最終的な到達イメージ（ポンチ絵）＞

取組細目（事務事業等） 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

【地方創生事業】

○地域課題の抽出及び整理、その方法の確立

【地方創生事業】

○人材育成及び実証活動支援の企画立案及び検証

【地方創生事業】

○IT活用課題解決型人材の育成

【地方創生事業】

○改善・試行支援

【令和元～3年度業務受託者主導による自走化】

○地域課題や事業者等による実証活動の掘り起こし（ワークショップ）

○上記に関する課題の整理及び解決策の検討（ワークショップ）

【市単費により自走しつつ、民間主導による自走化を検討】

○IT活用課題解決型人材の育成

【地方創生事業】

○実証化企画支援

【地方創生事業】

○実証活動支援

【地方創生事業】

○改善・試行支援

【地方創生事業】

○実証活動支援

【令和元～3年度業務受託者において自主事業として支援を継続】

【市単費】

○管理対象 ：5/8部屋（交流、ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ等）

○非管理対象：3/8部屋（IT関連企業ｵﾌｨｽ）

【市単費、一部民間主導による自走化】

○管理対象 ：2/8部屋（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ、ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ）

○非管理対象：6/8部屋（IT関連企業ｵﾌｨｽ×5、民間による交流ｽﾍﾟｰｽ運営×1）
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106号室

管理人室 108号室 107号室

105号室 104号室

103号室 102号室 101号室

地場産業高度化・人材育成プロジェクト

大船渡市ふるさとテレワークセンター
【大船渡市盛町字馬場23番地７ 盛中央団地１号棟１階】
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担当課：産業政策室

工程表

地元事業者の出荷業務の共同化
　・流通管理システムと連動した配送システム

大船渡ふるさと交流センター運営
　・施設維持管理

プロジェクト到達点 三陸マリアージュによる販路拡大と流通効率化による食関連産業の活性化

三陸マリアージュ商品基礎調査
　・需要及び取扱事業者等調査

三陸マリアージュ商品の販路開拓（首都圏）
　・訪問提案等による販路開拓活動

三陸マリアージュ商品の販路開拓（地元）
　・地元飲食店・小売店への普及拡大

三陸マリアージュ商品の情報拡散
　・大船渡ファンとの連携

三陸マリアージュ商品の企画・開発
　・コンセプト構築及び試作品開発
　・商品化の展開

三陸ＳＵＮを起点とする流通管理システム構築
　・基礎調査及びシステム構築・運用管理

第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略プロジェクト工程表（令和２～６年度）

プロジェクト名 134　三陸マリアージュ創出・展開プロジェクト

＜最終的な到達イメージ（ポンチ絵）＞

取組細目（事務事業等） 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

〇取扱商品の需要・取引先ニー

ズ等調査及びリスト化

令和元年度～

〇リスト先訪問提案、イベント出展等

〇地元への普及拡大活動

〇ＳＮＳ等による情報拡散活動の展開 令和元年度～

〇試作品開発・商談会開催、コラボレーション組織による商

品開発

〇システム運用及び利用者フォロー活動

〇検討組織の設置と共同化の検討、共同出荷の試行及び実用化

検討

〇維持管理業務

・事業成果を検証す

るとともに新型コロ

ナウイルス感染症終

息後の社会経済状況

を見据えた事業展開

を図る。

・三陸ＳＵＮについ

ては、店舗型から

バックヤード型に移

行させ、地域商社と

しての機能を強化す

ることで、民間事業

者による自走化を図

ることとする（市の

関与の縮小化）。

〇三陸ＳＵＮ及び流通管理システムの維持管理

東京杉並区(東高円寺)に立地

○三陸沿岸域に拡充
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※在庫管理システムの開発

【目的】

在庫管理システムは拠点ごと（三陸ＳＵＮ（東京都杉並区東高円寺）・三陸マリアー

ジュセンター（大船渡市））の在庫を管理することを目的に開発。

三陸ＳＵＮと三陸マリアージュセンターがこれまで個別に管理していた在庫をリアルタ

イムに把握することが難しいことから、仕入管理と販売管理と連動させながら在庫管理も

可能になるよう、システムの運用改善を図った。

システム開発により、地域共同マーケティンググループに対して的確な需要予測を行い

ながら、生産計画と連携を図ることができる。

○在庫管理システム

○在庫管理システム運用機能イメージ一覧

・三陸マリアージュセンター（大船渡）へ納品された場合の在庫管理
・三陸マリアージュセンター（大船渡）からお客様へ出荷した場合の在庫管理
・三陸SUN（東京）へ納品された場合の在庫管理
・三陸SUN（東京）からお客様へ出荷した場合の在庫管理
・メーカーからお客様へ直接納品した場合の在庫管理
・三陸SUN店舗内でのサンプルや試食で使用した商品の在庫管理
・三陸SUN通販サイトの在庫管理

※三陸マリアージュセンター
・大船渡市内のメーカーとの受発注を一元的に行い、商品の一時保管、複数メーカーを
同梱した小ロッド一括発送作業等を行う施設
場所：大船渡市大船渡町字明神前23-10

※地域マーケティンググループ
大船渡市内事業者数 18社
北日本水産、鮮魚シタボ、吉田商店、
産直グループ、水野醤油、菓匠高瀬、
おおうらや、壺屋田耕、丸忠商店、
アマタケ、酔仙、阿部⻑、⽑利、
欠畑商店、野村海産、タイコウ、
本多商店、銀河農園

【参考】三陸マリアージュセンターを核とした地域オペレーション体制

東京・東高円寺

三 陸 Ｓ Ｕ Ｎ
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〇三陸マリアージュ創出・展開プロジェクト 

 大船渡ふるさと交流センター（三陸ＳＵＮ） 
  【東京都杉並区（東高円寺）】 
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担当課：産業政策室

工程表

⑦夏イチゴ体験農園
　・先行事例調査
　・体験農園試行・販売

⑧地元材木製品等研究開発
　・研究会設立（商品化アドバイス）
　・試作品解発指導・試験販売

プロジェクト到達点 夏イチゴ産地の形成と木材利用の多様化による裾野の広い産業連携の構築

①イチゴ生産・担い手育成拠点
　・第1期工事（作業棟、栽培棟等）
　・第2期工事（栽培棟）

②新規就農者募集・実施体験等
　・施設営農リーダー人材の募集
　・実地体験プログラム実施

③施設営農リーダー育成
　・研修体制の確立
　・研修生研修開始

④生産技術普及に係る学習研究会
　・小規模既存ハウス栽培技術開発
　・実証試験及び普及

⑤夏イチゴ産地ブランド化
　・産地化可能性調査
　・産地化構想策定

⑥夏イチゴ加工品等商品化
　・研究会設立（商品化アドバイス）
　・試作品開発指導・試験販売

第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略プロジェクト工程表（令和２～６年度）

プロジェクト名 137　夏イチゴ産地化プロジェクト

＜最終的な到達イメージ（ポンチ絵）＞

取組細目（事務事業等） 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

第２期工事

【地方創生事業】

施設営農リーダー人材の募集活
規模に合わせて民間で募集

【地域経済牽引事業者による取組】 施設営農リーダーの育成

【地方創生事業】生産技術の実証及び普及

地域経済牽引事業者による施設営農リーダーの育成（継続）

【地方創生事業】

夏イチゴ産地ブランド化（産地化構想及びロードマップ策定）
夏イチゴ産地化推進協議会による産地化の推進

【地方創生事業】

夏イチゴ加工品等商品化（試作品開発）
民間主導の取組に移行

【地方創生事業】

夏イチゴ体験農園の検討）
民間主導による体験農園試行

【地方創生事業】

地元材木製品等研究開発

（新たな木材利用の検討）
新たな木材利用の検討、民間主導による販売網の構築

【民間による自走化】

施設営農リーダー人材の募集活

【民間による自走化】

夏イチゴ体験農園実証

民間主導による生産技術普及（継続）
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夏イチゴ産地化プロジェクト

生産施設

生産されたイチゴ

夏イチゴ産地化推進協議会の様子 産地ブランド周知・普及定着活動

生産技術普及
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担当課：産業政策室

工程表

施設整備及び運営
　・施設1階（復興交付金）
　・施設2階（地方創生推進交付
金）

プロジェクト到達点 三陸沿岸のスポーツ・アクティビティ拠点化と交流人口の拡大・観光関連産業の総合産業化

異日常体験プログラム等の発掘
　・可能性調査

地域ぐるみの提供体制の構築
　・観光関連事業者等の組織
　・事業化支援

地域観光情報プラットフォームの
構築
　・事業者情報の調査・資絵里
　・共同システムの構築

ローカルツアーモデル
　・企画・実施支援

新規集客確保及び事業者誘致
　・イベント出展
　・実地モデル体験会開催

体験型イベント開催
　・デモンストレーション活動

第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略プロジェクト工程表（令和２～６年度）

プロジェクト名 216　スポーツ・アクティビティ体験型交流創出・展開プロジェクト

＜最終的な到達イメージ（ポンチ絵）＞

取組細目（事務事業等） 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

〇可能性調査（R02繰越）

〇三陸アクティビティ推進協議会の企画・運営

〇共同利用型システムの企画・構築・試験運用・改善

〇ツアー企画・実践支援

〇サイト掲載、フェア出展、交流会開催、誘致活動

〇体感型イベント開催

〇改修工

事(R02繰

越)

〇指定管理による施設運営 〇利用料金方式による指定管理（自走化）

・三陸ＳＵＮ（東京都杉並区東高円寺）
・三陸ボランティアダイバーズ

〇可能性調査（R02繰越）

〇三陸アクティビティ推進協議会の企画・運営

〇共同利用型システムの企画・構築・試験運用・改善

〇ツアー企画・実践支援

〇サイト掲載、フェア出展、交流会開催、誘致活動

〇体感型イベント開催

〇改修工

事(R02繰

越)

〇指定管理による施設運営

・施設の周知や誘

客活動については、

民間主導の取組に

移行させながら、

自走化を図る。

・ふるさと納税や

クラウドファン

ディング等の返礼

型の外部資金を活

用し、ファンを増

やす取組を支援す

る。

〇利用料金方式による指定管理（自走化）

5
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スポーツアクティビティ体験型交流創出展開プロジェクト 

●甫嶺復興交流推進センター（旧 甫嶺小学校） 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観・ＢＭＸコース 

寝室・ドミトリー（72 名収容） 

ランドリー 室内ＢＭＸパーク 

玄関 
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●甫嶺復興交流推進センター関連記事 

 

 

 

 
●甫嶺復興交流推進センター周辺で体験できるアクティビティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告 

スキューバダイビング ホタテ採り＆浜辺でバーベキュー 

海水浴 漁業体験 

河北新報 
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担当課：生涯学習課

工程表

プロジェクト到達点 赤崎グラウンドが、多くのサッカー関係者が来訪するエリアとなり交流人口が拡大

合宿誘致活動（いわてスポーツコ
ミッション主催の合宿相談会への
参加など）

スポーツ合宿支援補助金の受付・
審査決定・交付事務

第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略プロジェクト工程表（令和２～６年度）

プロジェクト名 215　スポーツ交流拠点形成推進プロジェクト

＜最終的な到達イメージ（ポンチ絵）＞

取組細目（事務事業等） 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

〇合宿相談会（いわてスポーツコミッション主催）への参加や高校サッカー部への訪問などの誘致活動、合宿支援補助金の周知 平成30年度～

〇補助金の受付・決定・交

付

〇補助金の受付・決定・交

付

〇補助金の受付・決定・交

付

〇補助金の受付・決定・交

付

〇補助金の受付・決定・交

付

Administrator
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◆ 平成29年度にグラウンドの人工芝化に加え、クラブハウス・観客席を整備し、競技グラウンドとしての
機能・魅力の向上を図った。

東海新報
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◆ 小・中学校・高校の各種大会が定期的に開催され、さらに、サッカー教室や親子レクなど多面的に
活用され、スポーツ振興が図られている。
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◆ スポーツ合宿支援補助金を活用した団体利用により、利用者・宿泊者の増加はもとより、地元
チームの実戦機会の確保やチーム力強化が図られている。

東海新報 令和2年8月2日付
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